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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
安
倍
総
理
は
四
月
七
日
に
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
た
。
そ
の
際
、
外
出
自

粛
を
徹
底
す
る
た
め
、
企
業
に
対
し
、
出
勤
者
を
最
低
七
割
減
ら
す
よ
う
求
め
た
。
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
伴
う
人
と
人
と
の

接
触
機
会
を
減
ら
す
上
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

政
府
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
府
省
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
平
成
二
十
八
年
七
月
か
ら
内
閣
官
房
長
官
指
示
に
よ

り
、
関
係
府
省
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
目
標
設
定
や
調
査
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
等
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。 

 
 

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
際
し
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
府
省
連
絡
会
議
で
は
ど
の
よ
う
な
議
論
を
行

い
、
ま
た
政
策
決
定
を
行
っ
た
の
か
。
さ
ら
に
、
今
後
、
関
係
府
省
連
絡
会
議
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
と
な
る

か
。
具
体
的
に
回
答
さ
れ
た
い
。 

二 

国
土
交
通
省
が
三
月
上
旬
に
実
施
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
実
態
調
査
で

も
、
本
年
二
月
か
ら
三
月
上
旬
に
通
勤
せ
ず
自
宅
で
仕
事
を
し
た
人
の
割
合
は
十
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。 

 
 

今
後
、
同
様
の
調
査
を
定
期
的
に
実
施
す
る
予
定
か
。
ま
た
、
安
倍
総
理
が
掲
げ
る
出
勤
者
を
最
低
七
割
減
ら
す
た
め
の



 

２ 

 

方
法
に
つ
い
て
、
企
業
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
企
業
の
取
組
を
促
進

す
る
た
め
に
政
府
と
し
て
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
具
体
的
に
回
答
さ
れ
た
い
。 

三 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
中
小
企
業
事
業
主
を
支
援
す
る
た
め
に
、
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
に

て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
新
規
で
導
入
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
試
行
的
に
導
入
し
て
い
る
事
業
主
を
含
む
）
に
一
定
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
以
下
回
答
さ
れ
た
い
。 

 

１ 

助
成
の
対
象
と
な
る
事
業
の
実
施
期
間
が
、
現
状
で
は
令
和
二
年
二
月
十
七
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
い

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
は
、
現
状
、
収
束
の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。
実
施
期
間
期
日
の
延
長
を
現
時
点

で
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 

２ 

今
回
の
助
成
で
は
、
支
給
対
象
と
な
る
取
組
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
用
通
信
機
器
の
導
入
・
運
用
の
対
象
か
ら
パ
ソ
コ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入
費
用
が
外
さ
れ
て
い
る
。
東
京
都
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
事
業
継
続
緊

急
対
策
（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
助
成
金
で
は
、
「
機
器
等
の
購
入
費
（
例
：
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
ル
ー
タ

ー
）
」
も
助
成
対
象
経
費
と
さ
れ
て
お
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
使
い
勝
手
の
よ
い
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
支
給
対
象
と
な
る
取
組
に
つ
い
て
変
更
を
検
討
す
る
予
定
が
あ
る
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 



 

３ 

 

 
３ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
政
府
の
各
施
策
の
中
身
が
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
も

あ
る
。
外
出
自
粛
を
徹
底
し
て
い
く
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
支
援
策
と
し
て
本
助
成
金
が
十
分
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
更
な

る
広
報
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
。
本
助
成
金
の
活
用
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
広
報
し
て
い
く
予
定
か
。
具
体
的

予
定
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
よ
っ
て
、
企
業
等
の
急
な
対
応
の
増
大
が

重
な
る
こ
と
で
、
今
後
更
に
全
体
の
通
信
量
が
膨
ら
み
、
通
信
回
線
が
混
雑
す
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 
 

通
信
会
社
は
、
利
用
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を
想
定
し
、
通
信
の
遅
延
な
ど
が
生
じ
な
い
よ
う
対
策
を
事
前
に
講
じ
て
お

く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
も
事
業
者
団
体
へ
の
要
請
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

五 

政
府
は
、
企
業
に
対
し
て
出
勤
者
を
最
低
七
割
減
ら
す
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
た
め
に
は
、
パ
ソ
コ

ン
等
の
機
器
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
の
み
な
ら
ず
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
人
事
評
価
等
の
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
体
制
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
を
伺
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


